
囲碁将棋クラブ
19：00～

公民館主催事業にご参加下さい TEL.0858-28-2155

色紙に書こう会
9：30～

3B書道教室
18：30～

3Ｂ体操
13：30～

版画教室
19：00～

なごもう会
13：00～

しゃぼん玉会
19：30～

公民館主催事業

すみれ会
13：30～

コールやしろ
9：50～

行事予定 サンプラー会
20：00～

HP http://社公民館.com　Email koyasiro@ncn-k.net
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やしろカフェ寄り処　
10：00～

健幸づくり教室
9：30～

3B

3B

老人クラブ9:30～

老人クラブ9:30～

民児協定例会
19：00～

ぺっ!運営委員会
19：00～

厚生部長会
18：30～（味喜）

土木部長会
18：30～（味喜）

交通部長会
18：30～（味喜）

社会部長会
18：30～（味喜）

ぺっ！やしろ、文化祭を応援 !!

社公民館報

　今月は、昨年の４月に行った測
定をします。１年間の健幸づくり
教室を通しての体力作り等の成果
を比較してみましょう。３月には
結果が出ます。皆さんたくさんの
ご参加をお待ちしております。健
康で幸せな生活をしましょう。
☆期　日　2月 19日 ( 月 )
☆時　間　9時 30分～
☆場　所　社公民館
☆共催　倉吉市長寿社会課・倉吉
保健センター・うつぶき地域包括
支援センター

　

社
地
区
の
各
自
治
公
民
館
で
は
恒

例
の
「
と
ん
ど
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
と
ん
ど
は
小
正
月
（
こ
し
ょ
う

が
つ
）
に
青
竹
、
藁
、
檜
の
枝
な
ど
で

作
っ
た
櫓
（
と
ん
ど
）
に
火
を
入
れ
、

そ
の
火
で
そ
の
年
飾
っ
た
し
め
縄
や

破
魔
矢
な
ど
正
月
飾
り
を
燃
や
す
火

祭
り
で
す
。
そ
の
年
に
宿
っ
た
年
神

様
を
炎
と
一
緒
に
見
送
る
日
本
各
地

に
古
く
か
ら
息
づ
く
風
習
で
す
。

　

各
自
治
公
で
と
ん
ど
ま
つ
り
が
行

わ
れ
る
中
、
寒
さ
の
厳
し
い
14
日
の

朝
、
西
福
守
町
自
治
公
民
館
（
由
井
洋

之
助
館
長
）
で
は
、
恒
例
の
「
と
ん
ど

ま
つ
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
立
ち
上
が

る
と
ん
ど
の
火
に
今
年
一
年
の
無
病

息
災
・
家
内
安
全
・
五
穀
豊
穣
を
祈

り
ま
し
た
。

　

自
治
公
に
よ
っ
て
は
お
神
酒
、
子

ど
も
達
に
は
お
菓
子
な
ど
が
ふ
る
ま

わ
れ
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
地
区
民
は

と
ん
ど
で
焼
い
た
み
か
ん
や
お
餅
を

食
べ
て
、
健
康
を
祈
り
ま
し
た
。

健幸づくり教室
　毎月第１月曜日は、「オープン卓

球ＤＡＹ‼」

お 1 人様でも・仲間を誘ってでも

気軽にお越しください。

☆期　日　2月5日（月）

☆時　間　9時30分～11時30分

☆場　所　社公民館

☆持ち物　ラケット・上履き・飲

み物

※申込みは不要です。ラケットの無

い方は、貸し出します。

　ぺっ！やしろ主催でニュース

ポーツ交流会を開催します。キン

ボールという直径122 ㎝の大きな

ボールを使った競技です。何っ⁇っ

て思いますよね。やってみたら楽し

いよぉ!!

☆日　時　2月25日（日）

☆時　間　9：30～

☆場　所　社小学校体育館　

＊運動のできる服装でご参加くだ

さい。上履き・飲み物等準備をお願

いします。

オープン卓球ＤＡＹ
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やしろ
2018

2 421

主催事業

ニュースポーツ交流会
ペっ！やしろ主催

給食サービス1班
9：00～
グラウンドゴルフ
クラブ13：30～

グラウンドゴルフ
クラブ13：30～

給食サービス2班
9：00～

食推9：30～ 館長会19：30～

選句会9:30～

高齢者料理教室
9:30～

サロン研修会（関金）
10:00～

社地区卓球大会
8:30～

GOGOやしろ塾
スキー教室
7:00～（恩原高原）

キンボール大会
9：30～社小体育館

ぺっやしろ 

社句会14:00～

福祉協力員茶話会
9：30～

久米中ＰＴＡ 
19：00～

久米中校区同研総会
19：30～

中小研15:00～

久米中校区同研
下学年部会15:30～

と
ん
ど
さ
ん
の
火
に

一
年
の
無
病
息
災
を
祈
る

※
関
連
記
事
を
２
ペ
ー
ジ
に
記
載

※西福守町自治公民館のとんどまつり

社自治公民館協議会会長に

杉村貞夫さん（秋喜）が選任される

新成人の抱負

P2～3　自治公民館新館長

P5　



　

体
育
部
は
、
年
間
を
通
し
て
行
事
に
取
組
み
、
地
区
の
皆
様
の
健
康
な
身
体
作
り
、
そ
し
て
交
流
・

親
睦
の
お
手
伝
い
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
卓
球
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
そ
れ
に
誰
も
が
参
加
で
き
る
地
区
大
運
動
会
と
目
白
押
し
で
す
。
ど
う
か
積

極
的
な
参
加
で
、
地
域
・
地
区
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
を
護
り
、
健
や
か
な
心
と
身
体
を
育
て
、
皆
で
協
力
し
合
っ
て
共
に
楽
し
く
日
常

生
活
が
出
来
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
に
数
多
く
あ
る
歴
史
的
な
史
蹟
を
守
り
、

自
然
景
観
を
保
全
し
な
が
ら
、
緑
豊
か
な
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
や
、「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
活
動
」
を
推
進
し
、
犬
猫

の
糞
公
害
の
な
い
環
境
づ
く
り
と
、
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
「
集
団
健
診
」
受
診
活
動
に
協
力
し
ま
す
。

　

年
明
け
以
降
、
県
内
で
高
齢
者
の
方
や
女
性
が
当
事
者
と
な
る
交
通
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

交
通
安
全
部
は
、
行
政
・
関
係
団
体
と
協
力
し
、
春
・
秋
の
全
国
運
動
、
夏
・
年
末
の
県
民
運
動
等
各

種
の
交
通
安
全
運
動
を
通
じ
、
交
通
安
全
の
広
報
・
啓
発
活
動
に
努
め
、
事
故
の
な
い
安
全
な
社
地
区

の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

地
震
に
よ
り
社
地
区
全
体
の
道
路
が
損
傷
し
通
行
し
に
く
い
状
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
活
道

路
、
通
学
路
と
復
旧
整
備
が
進
ん
で
い
る
状
態
で
す
。
地
区
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

横 　 　 田

福 　 　 光

黒 　 　 見

秋 　 　 喜

国 分 寺

大 　 　 谷

大 　 　 沢

国 　 　 府

不 入 岡

和 　 　 田

和 田 東 町

大 谷 茶 屋

寺 　 　 　 谷

上 　 　 　 神

西 福 守 町

馬 場 町

秋 喜 西 町

秋 喜 新 町

97

84

27

80

59

68

21

94

115

79

37

76

28

93

407

167

27

131

平
成
30
年
社
自
治
公
民
館
協
議
会
新
役
員

会
長
に
杉
村
さ
ん
（
秋
喜
）
が
選
任
さ
れ
る

各
部
の
部
長
か
ら
皆
様
へ
就
任
あ
い
さ
つ

新
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

杉村　貞夫（秋喜）

【
社
会
部
】
社
会
部
長
・
塚
根
　
和
宏

【
体
育
部
】
体
育
部
長
・
釜
本
　
孝
義

【
厚
生
部
】
厚
生
部
長
・
由
井
　
洋
之
助

【
交
通
安
全
部
】
交
通
安
全
部
長
・
前
田
　
浩
登

【
土
木
部
】
土
木
部
長
・
長
谷
川
　
満
輝

自治公民館協議会長

（秋喜）杉村　貞夫新

土木部長

（横田）長谷川満輝新

自治公民館副協議会長

（馬場町）岡田　靖志 再 再

新

体育部長

（寺谷）釜本　孝義 新

体育副部長

（不入岡）山本　孝美

体育副部長

（秋喜新町）延原　誠 新

土木副部長

（黒見）西田　完

自治公民館副協議会長

（秋喜西町）小原　正輝 再

再

厚生部長

（西福守町）由井洋之助

厚生副部長

（大沢）磯上　輝行 再

厚生副部長・監事

（上神）岩井　清宗 新

社会部長

（寺谷）塚根　和宏

社会副部長

（国府）小谷　隆一 新

新

新

再

社会副部長

（和田東町）沖　慶朗

幹　事

（和田）加藤　泰宏

新

交通安全部長・監事

（福光）前田　浩登 新

交通安全副部長

（国分寺）籔内　計介 新

交通安全副部長

（大谷）山崎　祥敬

平
成
30

年
　
社
自
治
公
民
館
協
議
会
役
員
名
簿

（
平
成
30

年
・
社
地
区
18

自
治
公
民
館
館
長
）

社会部

土木部

体育部厚生部交通安全部

加入世帯自治公民館 自治公民館 加入世帯

自治公民館別加入世帯数（平成30年1月現在）

計1690世帯（昨年より40世帯の増加）

　

各
自
治
公
民
館
で
選
任
さ

れ
た
自
治
公
民
館
長
が
集
ま

る
社
自
治
公
民
館
協
議
会
の

初
会
合
が
17
日
（
水
）
社
公
民

館
で
開
催
さ
れ
、
平
成
30
年

の
執
行
部
役
員
並
び
に
各
部

の
部
長
･
副
部
長
、
監
事
の

役
員
選
出
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
会
長
に
は
秋

喜
の
杉
村
貞
夫
さ
ん
が
新
任

さ
れ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
新

役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
館
長
は
12
名
、

再
任
６
名
で
し
た
。
各
部
会

が
こ
の
あ
と
順
次
行
わ
れ
る

予
定
で
、
そ
の
後
新
体
制
で

の
各
部
の
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　

最
初
の
事
業
は
体
育
部
の

卓
球
大
会
で
２
月
11
日
（
日
）

８
時
30
分
か
ら
社
小
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
社
地
区
自
治

公
民
館
協
議
会
長
を
拝
命
し

ま
し
た
杉
村
で
す
。
微
力
で

す
が
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

一
昨
年
お
き
ま
し
た
震
災

で
多
く
は
復
旧
さ
れ
た
よ
う

で
す
が
、
今
な
お
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
が
か
か
っ
て
い
る
所

が
残
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

皆
さ
ん
で
助
け
合
い
な
が
ら

復
旧
に
取
り
組
み
、
住
み
や

す
い
社
に
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

館
長
会
も
18
自
治
公
の
う

ち
12
自
治
公
で
新
館
長
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
連
続
で
さ

れ
て
い
る
館
長
を
含
め
て
こ

れ
ら
の
方
々
と
力
を
合
わ

せ
、
社
地
区
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
特
に
力
を
入
れ
た
い

の
は
、
昨
年
よ
り
引
き
続
き
、

防
災
・
地
域
の
安
全
の
確
保

と
暮
ら
し
や
す
い
生
活
の
確

保
で
す
。

　

こ
の
社
地
区
が
、
安
全
で

暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
な
り

ま
す
よ
う
皆
様
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

社
会
部
は
、
年
間
行
事
と
し
て
取
り
組
む
敬
老
会
、
町
内
学
習
会
、
文
化
祭
等
の
行
事
を
通
じ
て
、

地
区
の
皆
様
の
交
流
、
連
携
を
深
め
、
安
全
、
安
心
で
住
み
よ
い
社
地
区
に
し
て
い
く
一
助
に
な
る
よ

う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
と
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。



　

私
は
、
現
在
大
阪
の
大
学
で
法
律
を
学

び
な
が
ら
、
部
活
【
弓
道
】
に
毎
日
励
ん
で

い
ま
す
。

　

今
の
目
標
は
、
部
活
の
面
で
は
イ
ン
カ

レ
に
お
い
て
日
本
一
に
な
る
こ
と
。
学
業

の
面
で
は
、
今
年
で
3
年
に
な
る
の
で
、
就

職
も
鳥
取
県
警
で
働
け
る
よ
う
し
っ
か
り

時
間
を
注
ぎ
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
地

元
に
恩
返
し
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
二
十
歳
に
な
り
多
く
の
責
任
が
伴

い
ま
す
が
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

い
つ
か
目
標
と
さ
れ
る
大
人
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

　

倉
吉
市
成
人
式
は
１
月
３
日
、
地
震
か
ら
の
復

興
な
っ
た
倉
吉
未
来
中
心
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
艶
や
か
な
振
袖
姿
の
女
性
や
ス
ー
ツ
姿
の
若

者
が
新
成
人
の
祝
い
を
受
け
た
。
倉
吉
市
成
人
式

対
象
者
は
延
べ
4
９
２
名
（
男
性
２
４
４
名
・
女

性
２
４
８
名
）
う
ち
社
地
区
（
社
小
学
校
区
）
の
対

象
者
は
延
べ
48
名
（
男
性
23
名
：
女
性
25
名
）
で
し

た
。

　

社
地
区
の
新
成
人
３
人
に
抱
負
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　

よ
う
や
く
子
育
て
か
ら
手

が
離
れ
、こ
れ
か
ら
は
自
分
の

人
生
楽
し
ま
な
き
ゃ
！
と
思

う
の
で
す
が
、ま
だ
ま
だ
仕
事

に
大
奮
闘
し
て
い
る
毎
日
で

す
。

　

ま
だ
定
年
で
は
な
い
け
れ

ど
、
私
が
、
駅
弁
が
好
き
な
事

も
あ
り
、仲
良
し
４
人
組
で
駅

弁
旅
行
や
温
泉
旅
行
に
行
く

計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

定
年
や
い
つ
か
仕
事
を
辞

め
た
時
の
事
を
考
え
て
趣
味

や
楽
し
み
を
見
つ
け
な
い
と

…
考
え
て
い
ま
す
。そ
ん
な
私

の
楽
し
み
は
知
り
合
い
の
方

に
教
わ
り
な
が
ら
、き
め
込
み

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
や
フ
ラ
ワ
ー

ス
タ
ン
ド
や
造
花
の
胡
蝶
蘭

等
、
色
々
な
物
を
作
る
こ
と
で

す
。

　

何
を
作
る
か
ど
の
絵
柄
に

す
る
か
等
、
決
め
る
所
か
ら

作
り
方
を
教
え
て
も
ら
っ
て
、

作
り
完
成
し
た
時
の
感
動
は

何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。そ
れ
以

上
に
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な

が
ら
、
作
っ
て
い
る
時
が
と
て

も
楽
し
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。こ
れ
か
ら
も
こ
の
楽
し
い

時
間
を
大
切
に
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

何
気
な
い
人
と
の
関
わ
り

や
繋
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。ど
ん
な
時
も
人
と

人
と
の
繋
が
り
は
大
切
で
す
。

人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な

い
。共
に
支
え
合
い
、
ふ
れ
合

い
、
助
け
合
い
な
が
ら
生
き
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
沢
山
の

方
と
の
出
逢
い
を
大
切
に
し

て
素
敵
な
人
生
を
送
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
は
伊
藤
登
美
枝
さ
ん

（
上
神
）で
す
。

　

昨
年
の
10
月
、
娘
が
「
社
朗
読
の

会
」
の
一
員
に
な
り
ま
し
た
。
倉
吉

市
公
民
館
ま
つ
り
で
、
河
本
緑
石

作
「
社
に
送
る
詩
」
を
朗
読
す
る
た

め
で
す
。

　

参
加
が
決
ま
っ
た
と
き
不
安
そ

う
だ
っ
た
娘
も
、
公
民
館
で
の
遅

く
ま
で
の
練
習
の
お
か
げ
で
、
当

日
は
堂
々
と
朗
読
で
き
ま
し
た
。

勿
論
、
朗
読
の
会
の
皆
さ
ん
も
す

ば
ら
し
く
、
緑
石
の
、
そ
し
て
皆
さ

ん
の
社
愛
が
感
じ
ら
れ
る
感
動
の

舞
台
で
し
た
。

　

大
舞
台
で
の
朗
読
、
地
域
を
盛

り
上
げ
て
お
ら
れ
る
方
々
と
の
共

同
活
動
、
郷
土
の
詩
人
の
作
品
と

の
出
会
い
、
こ
れ
ら
は
「
若
い
魂
」

を
も
つ
娘
に
と
っ
て
、
よ
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
も

楽
し
い
時
間
と
な
り
、
感
謝
し
て

い
ま
す
。「
輝
く
社
」
を
願
い
つ
つ
。

　
　
　

記
・
吉
岡
久
美（
西
福
守
町
）

「
私
の
人
生
観
」

「
社
に
送
る
詩
」
を
朗
読

部
活
で
は
イ
ン
カ
レ

で
日
本
一
に
、
学
業

で
は
希
望
の
就
職
を

果
た
し
た
い

倉
吉
市
公
民
館
ま
つ
り

NO.320

ペンリレー

牧
原
　
順
子
（
西
福
守
町
）

小
谷
　
大
成
（
国
分
寺
）

特集　新成人の抱負

　

今
年
、
成
人
式
を
迎
え
大

人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
20
年

間
あ
っ
と
い
う
間
で
、
ま
だ

実
感
が
わ
か
な
い
の
で
す

が
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
を
持
た
な
く
て
は
な
ら

な
い
年
齢
に
な
り
ま
し
た
。

　

僕
は
今
、
県
外
の
大
学
で

勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
一
人

暮
ら
し
を
し
て
、
改
め
て
親

の
あ
り
が
た
み
や
お
金
の
大

切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
家
族
、
学
校
の

先
生
、
友
人
や
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
夢
に
向
か
っ
て
、

自
分
の
目
指
す
大
人
に
な
れ

る
よ
う
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑

戦
し
、
失
敗
を
積
み
重
ね
て

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
先
日
、
成
人

式
を
迎
え
た
中
田
智
也
で

す
。
自
分
は
今
高
知
工
科
大

学
に
通
っ
て
い
て
、
建
築
関

係
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

す
。
自
分
は
将
来
土
木
関
係

の
公
務
員
に
な
り
、
鳥
取
県

庁
に
就
職
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
今
建

築
関
係
に
つ
い
て
学
び
、
来

年
か
ら
は
公
務
員
に
な
る
た

め
に
受
け
る
公
務
員
試
験
の

対
策
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た

両
親
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら

は
立
派
な
大
人
に
な
り
、
い

ろ
ん
な
人
や
い
ろ
ん
な
場
所

で
貢
献
し
て
い
き
た
い
で

す
。

い
ろ
ん
な
人
や
い
ろ
ん
な
場
所
で
貢
献
を

祝

･

新
成
人

夢
に
向
か
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦

中田　智也

（和田東町）

柿本　侑亮

（西福守町）

秋
喜

西
町

横
田

大
沢

やしろ東西南北

とんど
まつり

ゆうすけ



　

現
在
囲
碁
ク
ラ
ブ
の
会
員

は
９
名
で
す
。い
つ
も
集
ま

る
人
は
、
３
〜
５
名
ぐ
ら
い

で
す
。対
局
や
、囲
碁
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。今
の
状
況

は
少
し
淋
し
い
で
す
。

　

今
年
は
将
棋
・
囲
碁
界
で

国
民
名
誉
賞
に
羽
生
さ
ん
、

井
山
さ
ん
の
受
賞
が
決
ま
っ

て
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

倉
吉
で
も
最
近
女
性
の
囲
碁

を
さ
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま

す
。囲
碁
を
覚
え
た
ら
楽
し

い
時
間
が
過
ご
せ
る
と
思
い

ま
す
。初
心
者
の
方
、ま
た
は

囲
碁
に
興
味
の
あ
る
方
は
一

度
、
火
曜
日
の
夜
に
公
民
館

に
出
か
け
て
下
さ
い
。囲
碁

は
棋
力
の
差
が
あ
っ
て
も
、

置
き
石（
ハ
ン
デ
ィ
）で
対
局

出
来
ま
す
。新
し
い
会
員
を
、

募
集
し
て
い
ま
す
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

社
囲
碁
ク
ラ
ブ
会
長

　
　
　
　
　
　
　

天
野
博
正

　 　

囲
碁
･
将
棋
の
世
界
で
は
２
人
の
天
才
棋
士
が
同
時
に
国
民
栄
誉
賞
に
決
定
し
た
ほ
か
、
藤
井

四
段
（
将
棋
）
を
始
め
、
若
手
の
台
頭
が
著
し
く
、「
ヒ
カ
ル
の
碁
」
以
来
の
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。社
に
は
、
囲
碁
･
将
棋
と
も
に
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
倉
吉
市
公
民
館
対
抗
囲
碁

将
棋
大
会
で
は
、近
年
と
も
に
上
位
を
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す
。注
目
の
両
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
23
日
に
上
灘
公

民
館
に
て
第
35
回
倉
吉
市
公

民
館
対
抗
囲
碁
将
棋
大
会
が

開
催
さ
れ
、
社
チ
ー
ム
は
第

2
位
で
し
た
。当
日
は
、小
学

生
の
参
加
も
多
く
、
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
中
学
生
の
プ
ロ
藤

井
四
段
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し

く
、
将
棋
ブ
ー
ム
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。日
本
の
将
棋
人

口
は
、囲
碁
人
口
よ
り
多
く
、

人
気
の
高
い
理
由
は
、
年
齢

に
関
係
な
く
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
で
き
る
こ
と
と
、
将
棋

盤
と
駒
だ
け
あ
れ
ば
他
の
費

用
が
か
か
ら
な
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

将
棋
を
覚
え
た
い
が
、
初

め
て
で
ど
う
指
し
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
敬
遠
さ
れ
て
い
る
方

で
、
少
し
で
も
興
味
を
お
持

ち
の
方
は
、将
棋
教
室（
囲
碁

教
室
も
同
時
開
催
）
を
開
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
下
さ
い
。初
心

者
の
お
母
さ
ん
も
小
学
生
同

伴
で
通
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

覚
え
て
指
す
ま
で
が
一
苦
労

木
も
草
も
光
り
応
ふ
る
四
温
晴

初
詣
三
徳
寺
訪
ふ
を
恒
例
に

風
花
や
浮
い
て
流
れ
て
あ
て
も
な
く

畑
静
か
す
く
も
飛
ば
し
て
寒
鴉

息
災
の
顔
を
揃
へ
て
屠
蘇
を
酌
む

屠
蘇
に
酔
ひ
青
春
時
代
歌
に
の
せ

読
み
初
め
の
句
集
に
ひ
た
る
一
日
な
り

七
種
を
た
ず
ね
田
畑
を
二
人
し
て

泥
洗
ふ
葱
青
青
と
白
白
と

（
二
月
の
歳
時
記
よ
り

…

早
田
　
圭
吾
選
）

鶯
の
啼
き
重
な
る
と
い
ふ
は
な
く

老
梅
の
幹
の
虚
ろ
も
景
を
な
す

　

「
縁
」「
御
札
」

社
句
会

社
川
柳
会
379

239

赤
い
糸
結
ん
で
卒
寿
共
し
ら
が

縁
起
物
処
狭
し
と
置
い
て
あ
る

柏
手
に
御
札
び
っ
く
り
目
を
覚
ま
す

初
詣
で
御
札
に
平
和
託
し
た
い

縁
あ
っ
て
妻
も
タ
バ
コ
も
五
十
年

運
命
が
縁
を
切
っ
た
り
結
ん
だ
り

腹
帯
に
御
札
縫
い
つ
け
春
よ
来
い

新
年
の
御
札
に
決
意
強
く
す
る

川
柳
が
縁
で
知
り
合
い
い
っ
ぱ
い
に

初
参
り
神
仏
問
わ
ず
梯
子
す
る

こ
の
縁
を
守
っ
て
今
日
も
前
向
い
て

肩
の
荷
を
降
ろ
せ
ば
叶
う
縁
も
あ
る

縁
の
下
妻
が
い
る
か
ら
生
き
ら
れ
る

良
い
縁
と
そ
の
一
言
で
つ
れ
添
っ
た

寺
巡
り
ピ
ン
コ
ロ
願
い
御
札
買
う

縁
あ
っ
て
も
ら
っ
た
嫁
に
の
っ
と
ら
れ

初
詣
で
縁
起
も
よ
く
て
吉
と
出
る

何
故
だ
ろ
う
お
札
が
そ
っ
ぽ
向
い
て
い
る

吉
田
や
す
子

西
尾
　
良
子

早
田
　
圭
吾

牧
田
賀
寿
恵

村
本
普
喜
子

秋
藤
　
洋
子

伊
藤
一
七
子

小
椋
　
恭
子

永
見
　
松
明

湯
川
　
　
雅

湯
浅
　
桃
邑

哲
　
夫

登
美
子

雄
　
大

シ
ゲ
ヨ

　
正

す
み
れ

か
ず
え

　
緑

け
い
こ

春
　
優

佳
代
子

義
ち
ゃ
ん

一
〇
九
三

吹
　
苑

す
み
こ

瑛
　
子

み
え
こ

理
　
子

な
な
く
さ

う
ぐ
い
す

か
ざ
ば
な

そ
く
さ
い

と
　
そ

と
　
そ

ね
ぎ

ひ
と
ひ

か
ん
が
ら
す

　

☆
月
の
初
め
に
立
春
が
あ
り
、
早
春
・
春
浅
し
の
季
題
が
ふ
さ

わ
し
い
時
候
で
す
。
寒
さ
は
き
び
し
い
低
温
が
続
き 

、
季
節
風

も
強
く
大
陸
よ
り
寒
波
が
襲
い
、
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
る
地
方
も
あ

り
ま
す
。し
だ
い
に
日
は
長
く
な
り
春
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

次
の
句
会
は
２
月
５
日
（
月
）
午
後
２
時
よ
り
社
公
民
館
で
開

催
し
ま
す
。

☆
次
の
課
題
は
「
会
話
」
で
す

　
　

２
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
公
民
館
へ
お
届
け
下
さ
い
。

.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

【
マ
ラ
ソ
ン
】　

◇
５
㎞
（
６
０
歳
以
上
の
男

子
）
‖
②
川
口　

誠
（
社
）③

田
中　

凌（
社
）

◇
３
㎞
（
小
学
生
４
年
〜
６

年
生
男
子
）
‖
②
仲
井
和
磨

（
社
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

◇
男
子
‖ 

②
社

◇
女
子
‖ 

③
社

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】

①
大
下
一
郎（
社
）②
福
田
悦

三（
社
）

【
ラ
ー
ジ
卓
球
】

◇
２
部
混
合
ダ
ブ
ル
ス
‖
②

森
田
登
美
雄
・
中
林
茂
子

（
社
）

◇
２
部
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
‖

①
森
田
登
美
雄（
社
）③
松
本

孝
幸（
社
）

◇
２
部
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
‖

③
矢
田
み
ど
り（
社
）

【
卓
球
】

◇
団
体
の
部
‖
①
社
卓
球
ク

ラ
ブ
A（
社
）③
社
卓
球
ク
ラ

ブ
B（
社
）　

◇
個
人
の
部

◆
小
学
生
男
子
‖
①
津
村
春

杜（
社
）

◆
小
学
生
女
子
‖
①
山
谷
晶

帆（
社
）②
河
本
優
理（
社
）③

長
石
き
ら
り（
社
）

◆
一
般
女
子
‖
①
岩
本　

幸

（
社
）

◆
一
般
男
子
‖
②
松
本
誠
樹

（
社
）③
入
江
泰
次（
社
）

◆
ベ
テ
ラ
ン
女
子
‖
②
戸
崎

美
智
世（
社
）　

◆
ベ
テ
ラ
ン
男
子
‖
①
小
谷

良
二（
社
）②
中
原
貴
司（
社
）

学童保育入級者募集のお知らせ

社児童センター・社児童クラブ

　

社
地
区
内
の
放
課
後
学
童

保
育
施
設
「
社
児
童
セ
ン

タ
ー
」（
西
福
守
町
）と「
社
児

童
ク
ラ
ブ
」（
国
分
寺
）
の
平

成
30
年
度
入
級
児
童
の
募
集

を
行
い
ま
す
。入
級
条
件
は

原
則
と
し
て
、
小
学
校
に
在

籍
し
て
い
る
１
年
生
〜
６
年

生
の
児
童
で
す
。

　

申
込
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
で
受
付
を
し
ま
す
。開

設
日
は
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
、

年
末
・
年
始
、
お
盆
を
除
く

毎
日
で
す
が
、開
設
時
間
、保

育
料
な
ど
は
施
設
で
若
干
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ

と
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

✿
社
児
童
セ
ン
タ
ー
（ 

西
福

守
町
） 

☎
29
―
６
３
３
８

✿
社
児
童
ク
ラ
ブ（
国
分
寺
）

☎
28
―
５
６
５
５

で
す
が
、
無
理
に
覚
え
よ
う

と
せ
ず
少
し
づ
つ
何
回
も
繰

り
返
し
て
い
け
ば
、
必
ず
上

達
し
て
い
き
ま
す
。覚
え
て

良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。趣
味

を
1
つ
増
や
す
こ
と
で
よ
り

充
実
し
た
日
々
を
送
れ
ま
す

の
で
、
是
非
お
い
で
く
だ
さ

い
。

　

社
公
民
館
将
棋
教
室
代
表

　
　
　
　
　
　

小
谷
陽
一
郎

やしろのサークル活動

社地区卓球大会のご案内

活動日　毎週火曜日

　　　　夜 7 時～10 時

会　場　社公民館

参加費　無料

今年最初の体育行事・社地区卓球大会は下記の日程で行われます。

地区民の皆様のご参加と応援を宜しくお願い致します。

期　日　平成３０年２月１１日（日）

開会式　８時３０分～

場　所　社小学校体育館

　

社
地
区
の
福
祉
協
力
員
の
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
可
。

☆
期
日　

２
月
８
日（
木
）９
時
30
分
〜

☆
場
所　

社
公
民
館　

☆
内
容　

簡
単
な
運
動
と
茶
話
会

社
地
区
福
祉
協
力
員
茶
話
会

「
心
も
身
体
も
ぽ
っ
か
ぽ
か
」

や
し
ろ
の
サ
ー
ク
ル
活
動

人
気
女
流
棋
士
吉
原
由
香
里
六
段
と
対
局
が
実
現
し
た

囲
碁
ク
ラ
ブ
の
矢
城
さ
ん
。解
説
は
社
出
身
の
プ
ロ
棋
士

山
本
賢
太
郎
五
段（
し
ん
き
ん
主
催
の
囲
碁
交
友
会
）

卓
球
団
体
の
部
・
個
人
の
部
な
ど
で
優
勝

平
成
29

年
度
　
倉
吉
市
民
体
育
大
会
の
社
出
場
者
の
成
績

囲
碁
ク
ラ
ブ

将
棋
ク
ラ
ブ


